　　　　　ロータリーの変遷と定款第4条の成り立ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　英文法・ロータリーの歴史認識とObject翻訳

1905ロータリー誕生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1906・2項目の条文成立（相互扶助とクラブ様式による親睦）　　　　　　

1910全米RC連合結成・シェルドンのスピーチ（企業問題委員長）　　　　　　　　　　　　

1911シェルドンのスピーチHe profits most who serves best.　　　　　　                       戦時中、日本のＲＣがＲＩを脱退。
５項目の条文（合法的職業の価値、職業倫理、交友関係の進展　　　　　　　 　 1942デンマークの英語学者Jespersenが提唱した加算／不加算名詞の区分(新文法)が
1912国際RC連合会へ名称変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英米の辞典に採用。戦時中で日本に伝わらず。
1915・「全分野の職業人のためのロータリー倫理訓」制定　　　　　　　　                     　RIに再加入

1916・「ロータリー通解」配布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1957定款の翻訳（戦前の日本独走を警戒して）：翻訳は2名のRI理事のみに認可　　　
1918定款改定・定款条項にThe ideal of SERVICE（商業サービス）の導入　　　　　　　当時ロータリーの歴史資料は未整備。英和辞典は旧版で「常用省略形」も「加算／不
1921エジンバラ大会で『国際奉仕』（団体奉仕）条項を追加。　東京RC認証　　　　　　 加算名詞の区分」も記載されていなかった。1960年「手続要覧」初版に掲載。
1922国際ﾛｰﾀﾘｰ（RI）へ移行・６項目からなる定款目的を制定（第3項以外はRC連　　　問題点：　1)Objectを「綱領」と訳した。　2) 加算／不加算名詞の間違い、
　　　合会時代からの条文を引き継いでいる）。ただし、相互扶助活動を理念から放棄、　　　　　　　　3) 常用省略形の間違い、4) 条項第1の歴史認識の欠如、　　　　　　　　
　　　SERVICE=商業サービス、文章に常用省略形を採用。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）第2の構文解釈の間違い、　6) 第3項の1951年変更への無関心　　
1923奉仕の理念派（I serve: 商業サービス）と奉仕の実務派（We serve：社会奉仕派）　　  　　　　　7)第4項が団体奉仕を語っていることへの無理解。
　との対立。決議23-34は対立の調整（後に→社会奉仕へ向かう）　　　　　　　　　  1965戦後の英和辞典にはじめて加算／不加算名詞の区分が採用される。　　　　　　　　　
1927~28目標設定計画・クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕概念の導入　　　　1970「手続要覧」中の定款Object改訳、RI日本事務局翻訳室で翻訳諮問委員（パスト

（ここにはシェルドンが主導したSERVICE商業サービス概念はない）　　　　　　　　　　　　ガバナー）と翻訳室員が担当。　　　日本語の一部を改めただけで本質的な誤1930シェルドンの退会　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　は何一つ修正されなかった。
1931「全分野の職業人のためのロータリー倫理訓」頒布禁止(1951廃止)　　　　　　　　1975中学英語教育に加算／不加算名が登場。　　　　　　　　　
1935・定款目的を6項目から前文+4項目へ改定　　商業サービス概念の放棄　　　　　 1989「手続要覧」中のObject (綱領)訳を一部改変。改変担当の中心はRI日本支局翻訳室　　　　　　　　
　　　　SERVICE→serviceに変更、わずか文字からなる語節を挿入したのみで　　　　　　　長と考えられるが、事務局に記録なし。日本語修正だけで文法的検討・修正はなか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

文章をほとんど変えずに内容をガラリと変えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　った。これが最終修正で、今日の「綱領」につながっている。
1951　定款最終改定　定款目的の文字の一部変更（内容にはほとんど変更なし）　　　、1998東大阪みどりRC創立。会員が「綱領」を教わるが日本語内容の理解に苦しむ。　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2004第6代会長・山片が英文との対比から問題指摘。第7代味岡会長が委員会を設置。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2008クラブ10周年で横山Gが注目、翌年G協議会で翻訳問題小委員会を設立。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2010~11　委員会の活動・R研究会で報告。全資料は当クラブより提供。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2012　最終案決定後、RI日本語課の意見を受け入れて修正。G協議会の承認。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
